医学教育モデル・コア･カリキュラム
改訂版
（新旧対照表）

	新（最終改訂　平成19年12月25日）
	旧（平成13年3月27日初出）

	
	

	平成18年度改訂（最終報告、平19.3.28）　新設

○　医師として求められる基本的な資質
	

	平成18年度改訂（最終報告、平19.3.28）　新設

①　人の命と健康を守る医師の職責への十分な自覚のもとに、医師の義務や医療倫理を遵守し、絶えず患者本位の立場に立つ。
	

	平成18年度改訂（最終報告、平19.3.28）　新設

②　生命の尊厳についての深い認識のもとに、豊かな人間性を有する。
	

	平成18年度改訂（最終報告、平19.3.28）　新設

③　医師としての業務を遂行する職業人として必要な実践的能力（統合された知識、技能、態度・行動に基づく総合的診療能力）を有する。
	

	平成18年度改訂（最終報告、平19.3.28）　新設

④　人間理解に立った高い協調性のもとに、医療チームの一員としての行動や後輩等に対する指導を適切に行える。
	

	平成18年度改訂（最終報告、平19.3.28）　新設

⑤　患者及びその家族の秘密を守る。
	

	平成18年度改訂（最終報告、平19.3.28）　新設

⑥　医師として、地域における医療・保健・福祉等の連携および医療の経済的側面等の医療を巡る動向に関心・理解を有する。
	

	平成18年度改訂（最終報告、平19.3.28）　新設

⑦　医学・医療の進歩における医学研究の必要性を理解し、研究に参加するとともに、絶えず医療の質の向上に努め生涯にわたり学習する意欲と態度を有する。


	

	Ａ　基本事項


	Ａ　基本事項

	１　医の原則


	１　医の原則

	（２）患者の権利
	（２）患者の権利

	到達目標：
	到達目標：

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（誤字等修正）
３）患者が自己決定できない場合の対処法を説明できる。
	３）患者が自己決定ができない場合の対処法を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

医師国家試験出題基準（平成17年）の標記（以下国家試験と略）に準拠して修正）
（４）インフォームドコンセント

	（４）インフォームド・コンセント 

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　改訂

２　医療における安全性確保 

	２　医療における安全性への配慮と危機管理

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　改訂

（１）安全性の確保
一般目標：

　医療上の事故等(インシデント（ヒヤリハット）、医療過誤等を含む。)は日常的に起こる可能性があることを認識し、事故を防止して患者の安全性確保を最優先することにより、信頼される医療を提供しなければならないことを理解する。
	（１）安全性の確保
一般目標：
　医療事故は日常的に起こる可能性があることを認識し、事故を防止して安全で信頼される医療を提供しなければならないことを理解する。

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　改訂

到達目標：

１）実際の医療には、多職種が多段階の医療業務内容に関与していることを具体的に説明できる。
	到達目標：
１）医療事故はどのような状況で起こりやすいかを説明できる。

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　改訂

２）医療上の事故等を防止するためには、個人の注意力はもとより、組織的なリスク管理が重要であることを説明できる。
	２）医療事故を防止するためには、個人の注意力はもとより、組織的なリスク管理の重要性を説明できる。

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　改訂

３）医療現場における報告・連絡・相談と記録の重要性や、診療録改竄の違法性について説明できる。


	３）事故の可能性を予測し、それが重大事故につながらないシステム（フェイル・セーフ・システム）の必要性を説明できる。

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　改訂

４）医療の安全性に関する情報（薬害や医療過誤の事例、やってはいけないこと、模範事例等）を共有し、事後に役立てるための分析の重要性を説明できる。
	４）医療の安全性に関する情報（成功事例や失敗事例）を共有し、事後に役立てる必要性を説明できる。

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　改訂

５）医療機関における安全管理体制の在り方（事故報告書、インシデント・リポート、リスク管理者、事故防止委員会、事故調査委員会）を概説できる。
	５）医療機関における安全管理のあり方（事故報告書、インシデント・リポート、リスク管理者、事故防止委員会、事故調査委員会）を概説できる。

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　新設

６）医療の安全性確保のための、職種・段階に応じた能力の向上を図ることができる。
	

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　改訂

（２）医療上の事故等への対処と予防
一般目標：
　医療上の事故等（インシデント（ヒヤリハット）、医療過誤等を含む。）が発生した場合の対処の仕方を学ぶ。
	（２）危機管理
一般目標：
　医療事故や潜在的医療事故が発生した場合の対処の仕方について学ぶ。


	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　改訂

到達目標：
１）インシデント（ヒヤリハット）と医療過誤）の違いを説明できる。
	到達目標：
１）医療事故と潜在的医療事故の違いを説明できる。


	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　改訂

２）医療上の事故等（インシデント（ヒヤリハット）、医療過誤）が発生したときの緊急処置や記録、報告について説明し、実践できる。
	２）医療事故や潜在的医療事故の可能性と緊急処置や報告などの対応について説明し、実施できる。


	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　改訂

３）医療過誤に関連して医師に課せられた社会的責任と罰則規定（行政処分、民事責任、刑事責任）を説明できる。
	３）医療事故に関連した基本的事項（行政処分、民事責任、刑事責任、司法解剖）を説明できる。



	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　新設

４）病理解剖、司法解剖、行政解剖の役割と相違点について概説できる。
	

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　新設

５）基本的予防策（ダブルチェック、チェックリスト法、薬品名称の改善、フェイルセイフ・フールプルーフの考え方など）について概説し、実践できる。
	

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　新設

（３）医療従事者の健康と安全

一般目標：
　医療従事者が遭遇する危険性（感染を含む）について、基本的な予防・対処方法を学ぶ。
	

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　新設

到達目標：

１）医療従事者の健康管理の重要性を説明できる。
	

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　新設

２）標準予防策（Standard Precautions）の必要性を説明し、実行できる。
	

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　新設

３）患者隔離の必要な場合について説明できる。
	

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　新設

４）針刺し事故等に遭遇した際の対処の仕方を説明できる。

	

	３　コミュニケーションとチーム医療


	３　コミュニケーションとチーム医療

	（２）患者と医師の関係
	（２）患者と医師の関係

	到達目標： 
	到達目標： 

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　改訂

３）患者の心理的および社会的背景や自立した生活を送るための課題を把握し、抱える問題点を抽出・整理できる。
	３）患者の心理的および社会的背景を把握し、抱える問題点を抽出・整理できる。

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　削除
	６）カウンセリングの重要性を概説できる。

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　新設

６）患者のプライバシーに配慮できる。
	

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　新設

７）患者情報の守秘義務と患者等への情報提供の重要性を理解し、適切な取扱ができる。

	

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　改訂

４　課題探究・解決と学習の在り方


	４　課題探究・解決と論理的思考

	平成18年度改訂（最終報告、平19.3.28）　改訂

（２）学習の在り方
一般目標：
　医学・医療に関連する情報を重要性と必要性にしたがって客観的・批判的に統合整理する基本的能力（知識、技能、態度・行動）を身につける。
	（２）論理的思考と表現能力
一般目標：
　情報を重要性と必要性にしたがって取捨選択し、その要点を論理的に整理し、分かりやすく表現する能力を身につける。

	平成18年度改訂（最終報告、平19.3.28）　改訂

到達目標：
１）講義、国内外の教科書・論文、検索情報などの内容について、重要事項や問題点を抽出できる。
	到達目標：
１）教科書、論文や講義などの内容について、重要事項や問題点を抽出して論理的に表現できる。

	平成18年度改訂（最終報告、平19.3.28）　改訂

２）得られた情報を統合し、客観的・批判的に整理して自分の考えを分かりやすく表現できる。
	２）自分の考えを論理的に整理し、分かりやすく表現できる。

	平成18年度改訂（最終報告、平19.3.28）　改訂

３）実験・実習の内容を決められた様式にしたがって文書と口頭で発表できる。
	３）実験・実習の内容を決められた様式にしたがって文書または口頭で発表できる。

	平成18年度改訂（最終報告、平19.3.28）　新設

４）後輩等への適切な指導が実践できる。
	

	平成18年度改訂（最終報告、平19.3.28）　新設

５）各自の興味に応じて選択制カリキュラム（医学研究等）に参加する。
	

	平成18年度改訂（最終報告、平19.3.28）　改訂

（３）生涯学習への準備
一般目標：
　学問や科学技術の進歩と社会の変化に対応した生涯学習者としての能力（知識、技能、態度・行動）を身につける。
	（３）生涯学習への準備
一般目標：
　学問や科学技術の進歩と社会の変化に対応した生涯学習者としての態度、技能と知識を身につける。


	到達目標： 
	到達目標： 

	平成18年度改訂（最終報告、平19.3.28）　新設

２）生涯にわたる継続的学習に必要な情報を収集できる。
	

	平成18年度改訂（最終報告、平19.3.28）　改訂

（４）医療の評価・検証と科学的研究
一般目標：
　医療の改善のために不断の評価・検証と倫理的および患者の利益と安全に配慮した科学的研究が必要であることを学ぶ。
	（４）医療の評価
一般目標：
　医療の改善のために不断の評価が必要であることを学ぶ。


	平成18年度改訂（最終報告、平19.3.28）　改訂

到達目標：
１）科学的根拠にもとづいた医療の評価と検証の必要性を説明できる。
	到達目標：
１）科学的根拠にもとづいた医療の評価の必要性を説明できる。

	平成18年度改訂（最終報告、平19.3.28）　新設

３）研究は、医学・医療の発展や患者の利益の増進のために行われるべきことを説明できる。
	

	平成18年度改訂（最終報告、平19.3.28）　新設

４）医療改善のための科学的研究（臨床研究、疫学研究、生命科学研究等）に参加する。


	

	Ｂ　医学一般


	Ｂ　医学一般

	１ 個体の構成と機能


	１ 個体の構成と機能


	（４）個体の発生
	（４）個体の発生

	到達目標： 
	到達目標： 

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（泌尿生殖系が脱落していたため追加、以下番号を送る。）
６）泌尿生殖器系各器官の形成過程を概説できる。  
	

	７）胚内体腔の形成過程を概説できる。
	６）胚内体腔の形成過程を概説できる。


	８）鰓弓・鰓嚢の分化と頭・頸部と顔面・口腔の形成過程を概説できる。
	７）鰓弓・鰓嚢の分化と頭・頸部と顔面・口腔の形成過程を概説できる。

	９）神経管の分化と脳、脊髄、視覚器、平衡聴覚器と自律神経系の形成過程を概説できる。
	８）神経管の分化と脳、脊髄、視覚器、平衡聴覚器と自律神経系の形成過程を概説できる。

	（６）遺伝と遺伝子
	（６）遺伝と遺伝子

	到達目標： 
	到達目標： 

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（文字の脱落を修正）

４）DNA からRNA を経てタンパク質合成に至る遺伝情報の変換過程を説明できる。

	４）DNA からRNA を経てタンパク質合成の至るタンパク質への遺伝情報の変換過程を説明できる。

	２ 個体の反応


	２ 個体の反応

	（１）生体と微生物 
	（１）生体と微生物 

	【ウイルス感染に対する生体反応・予防】
到達目標： 
	【ウイルス感染に対する生体反応・予防】
到達目標： 

	平成19年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）
１）ウイルス XE "ウイルス" \y "ういるす" に対する中和反応 XE "中和反応" \y "ちゅうわはんのう" と細胞性免疫を説明できる。
	１）ウイルス XE "ウイルス" \y "ういるす" に対する中和反応 XE "中和反応" \y "ちゅうわはんのう" と細胞性免役を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（病を感染症に変更）

２）ワクチンによるウイルス感染症予防の原理を説明できる。
	
２）ワクチンによるウイルス病予防の原理を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（CMV,EBVの正式名称を追加、パピローマウイルスを追加）
【各種ウイルスの特徴と病原性】
到達目標：
１）主なDNAウイルス（サイトメガロウイルス〈CMV〉、Epstein-Barr ウイルス〈EBV〉、アデノウイルス、パルボウイルスB19 、ヒトヘルペスウイルス、B型肝炎ウイルス、パピローマウイルス）が引き起こす疾患名を列挙できる。
	【各種のウイルスの特徴と病原性】
到達目標：
１）主なDNAウイルス（CMV、EBV、アデノウイルス、パルボウイルスB19 、ヒトヘルペスウイルスとB型肝炎ウイルス）が引き起こす疾患名を列挙できる。



	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（記載の順序を変更）

２）主なRNAウイルス（インフルエンザウイルス、麻疹ウイルス、ムンプスウイルス、風疹ウイルス、ポリオウイルス、コクサッキーウイルス、エコーウイルス、ライノウイルス、Ａ型肝炎ウイルス、C型肝炎ウイルス）が引き起こす疾患名を列挙できる。
	
２）主なRNAウイルス（ポリオウイルス、コクサッキーウイルス、エコーウイルス、ライノウイルス、C型肝炎ウイルス、インフルエンザウイルス、麻疹ウイルス、ムンプスウイルス）が引き起こす疾患名を列挙できる。


	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

３）レトロウイルス（HIV）の特性と一般ゲノム構造を説明し、分類できる。
	３）レトロウイルス（HIV）の特性と一般ゲノム構造を説明し、分類できる。

	【細菌・真菌】
到達目標： 
	【細菌・真菌】
到達目標： 


	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（ブドウ球菌をカタカナ表記に変更）
５）グラム陽性球菌（ブドウ球菌、レンサ球菌）の細菌学的特徴とそれが引き起こす疾患を列挙できる。
	５）グラム陽性球菌（ぶどう球菌、レンサ球菌）の細菌学的特徴とそれが引き起こす疾患を列挙できる。


	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（ピロリ菌の“菌”を削除）
９）グラム陰性スピリルム属病原菌（ヘリコバクター・ピロリ）の細菌学的特徴とそれが引き起こす疾患を列挙できる。
	９）グラム陰性スピリルム属病原菌（ヘリコバクター・ピロリ菌）の細菌学的特徴とそれが引き起こす疾患を列挙できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）
（国家試験に準拠し、非結核性（非定型）に変更）
10）抗酸菌（結核菌、非結核性（非定型）抗酸菌）の細菌学的特徴とそれが引き起こす疾患を列挙できる。

	10）抗酸菌（結核菌、非定型抗酸菌）の細菌学的特徴とそれが引き起こす疾患を列挙できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正、以下原則として原因・成因を病因pathogenesisに修正）

３　病因と病態  

	３　原因と病態

	（１）遺伝子異常と疾患・発生発達異常
	（１）遺伝子異常と疾患・発生発達異常

	到達目標： 
	到達目標： 

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（脱字を追加）

２）メンデル遺伝の３つの様式を説明し、代表的な遺伝性疾患を列挙できる。
	２）メンデル遺伝の３つの様式を説明し、代表的な疾患を列挙できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）

３）多因子遺伝が病因となる疾患を列挙し、その特徴を説明できる。
	３）多因子遺伝が原因となる疾患を列挙し、その特徴を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）（障害を傷害に変更）
（２）細胞傷害・変性と細胞死
一般目標：
細胞傷害・変性と細胞死の病因と細胞・組織の形態的変化を理解する。
	（２）細胞障害・変性と細胞死
一般目標：
細胞障害・変性と細胞死の原因と細胞・組織の形態的変化を理解する。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）（障害を傷害に変更）
到達目標：
１）細胞傷害・変性と細胞死の多様性、病因と意義を説明できる。
	到達目標：
１）細胞障害・変性と細胞死の多様性、原因と意義を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（障害を傷害に変更）

２）細胞傷害・変性と細胞死の細胞と組織の形態的変化の特徴を説明できる。
	２）細胞障害・変性と細胞死の細胞と組織の形態的変化の特徴を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（成因を病因に修正）

（４）循環障害
一般目標：
循環障害の病因と病態を理解する。
	（４）循環障害
一般目標：
循環障害の成因と病態を理解する。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）

到達目標：
１）虚血、充血、うっ血と血行静止の違いとそれぞれの病因と病態を説明できる。
	到達目標：
１）虚血、充血、うっ血と血行静止の違いとそれぞれの原因と病態を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（成因を病因に修正）

３）血栓症の病因と病態を説明できる。
	３）血栓症の成因と病態を説明できる。


	（５）炎症と創傷治癒
	（５）炎症と創傷治癒

	到達目標： 
	到達目標： 

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　
削除（腫瘍は全面改訂しコアカリのDへ移動）

	（６）腫瘍
一般目標：
細胞の増殖・分化の機構とそれらの異常を学び、腫瘍の定義、発生機構と病態を理解する。

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　
削除（腫瘍は全面改訂しコアカリのDへ移動）
	到達目標：
１）組織の再生と修復や肥大、増生、化生、異形成と退形成を説明できる。

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　
削除（腫瘍は全面改訂しコアカリのDへ移動）
	２）良性腫瘍と悪性腫瘍の違いを説明できる。

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　
削除（腫瘍は全面改訂しコアカリのDへ移動）
	３）上皮性腫瘍と非上皮性腫瘍の違いを説明できる。

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　
削除（腫瘍は全面改訂しコアカリのDへ移動）
	４）腫瘍細胞の異型性と多型性を説明できる。

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　
削除（腫瘍は全面改訂しコアカリのDへ移動）
	５）局所における腫瘍の増殖、局所浸潤と転移を説明できる。

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　
削除（腫瘍は全面改訂しコアカリのDへ移動）
	６）腫瘍発生に関わる遺伝的要因と外的因子を概説できる。

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　
削除（腫瘍は全面改訂しコアカリのDへ移動）

	７）癌遺伝子と癌抑制遺伝子を概説できる。

	Ｃ　人体各器官の正常構造と機能、病態、診断、治療


	Ｃ　人体各器官の正常構造と機能、病態、診断、治療

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）
１　血液・造血器・リンパ系  

	（１）血液・造血器・リンパ系

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）

一般目標：
血液・造血器・リンパ系の構造と機能を理解し、主な疾患の病因、病態生理、症候、診断と治療を学ぶ。
	一般目標：
血液・造血器・リンパ系の構造と機能を理解し、主な疾患の原因、病態生理、症候、診断と治療を学ぶ。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）
（１）構造と機能 
	【構造と機能】 

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）
（２）診断と検査の基本
	【診断と検査の基本】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）
（３）症候
	【症候】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）
（４）疾患
①貧血
到達目標： 
	【疾患】
①貧血
到達目標： 


	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）

２）鉄欠乏性貧血の病因、病態、診断と治療を説明できる。
	２）鉄欠乏性貧血の原因、病態、診断と治療を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）

３）再生不良性貧血の病因、病態、診断、治療と予後を説明できる。
	３）再生不良性貧血の原因、病態、診断、治療と予後を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）
４）溶血性貧血の病因、病態、診断と治療を説明できる。
	４）溶血性貧血の原因、病態、診断と治療を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）

△５）巨赤芽球性貧血の病因、病態、診断と治療を説明できる。
	△５）巨赤芽球性貧血の原因、病態、診断と治療を説明できる。

	②白血病と類縁疾患
到達目標： 
	②白血病と類縁疾患
到達目標： 

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（成因を病因に修正）

△５）成人T細胞白血病の病因、疫学、臨床所見を説明できる。
	△５）成人T細胞性白血病の成因、疫学、臨床所見を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（成因を病因に修正）

△７）真性多血症の病因、病態、診断と治療を説明できる。
	△７）真性多血症の成因、病態、診断と治療を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）
④出血傾向・紫斑病その他
到達目標：
１）出血傾向の病因、病態、症候と診断を説明できる。
	④出血傾向・紫斑病その他
到達目標：
１）出血傾向の原因、病態、症候と診断を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

４）播種性血管内凝固（症候群）〈DIC〉の基礎疾患、病態、診断と治療を説明できる。
	４）播種性血管内凝固症候群(DIC)の基礎疾患、病態、診断と治療を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

△５）溶血性尿毒症症候群 〈HUS〉 の基礎疾患、病態、診断と治療を説明できる。
	△５）溶血性尿毒症症候群(HUS)の基礎疾患、病態、診断と治療を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

△６）アレルギー性（血管性）紫斑病を概説できる。
	△６）アレルギー性紫斑病を概説できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

△７）血栓性血小板減少性紫斑病〈TTP〉を概説できる。

	△７）血栓性血小板減少性紫斑病を概説できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）
２　神経系


	（２）神経系

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正、記載の順序を変更）

一般目標：
神経系の正常構造と機能を理解し、主な神経系疾患の病因、病態生理、症候、診断と治療を学ぶ。
	一般目標：

神経系の正常構造と機能を理解し、主な神経系疾患の病態生理、原因、症候、診断と治療を学ぶ。


	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）
（１）構造と機能
	【構造と機能】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（誤字を修正）
５）髄膜・脳室系の構造と脳脊髄液の産生と循環を説明できる。
	５）脳膜・脳室系の構造と脳脊髄液の産生と循環を説明できる。

	②脊髄と脊髄神経
到達目標： 
	②脊髄と脊髄神経
到達目標： 

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（頸腕神経叢を分割して記載）
３）脊髄神経と神経叢（頸神経叢、腕神経叢、腰仙骨神経叢）の構成および主な骨格筋支配と皮膚分布を概説できる。
	３）脊髄神経と神経叢（頸腕神経叢、腰仙骨神経叢）の構成および主な骨格筋支配と皮膚分布を概説できる。


	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（２）診断と検査の基本 
	【診断と検査の基本】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）
（３）症候
	【症候】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）
（言語障害を失語症と構音障害に区分した表記に訂正）
③言語障害
到達目標：
１）失語症と構音障害の違いを説明できる。
	③言語障害
到達目標：
１）言語障害と構音障害の違いを説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）
（４）疾患
	【疾患】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（用語の変更に伴い痴呆性疾患を認知症に変更、以下同じ）（原因を病因に修正）
②認知症と変性疾患
 到達目標：
１）認知症の病因を列挙できる。
	②痴呆性疾患と変性疾患
到達目標：
１）痴呆の原因を列挙できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（用語の変更に伴い痴呆性疾患を認知症に変更）

２）認知症をきたす主な病態（アルツハイマー病、脳血管性認知症）の症候と診断を説明できる。
	２）痴呆をきたす主な病態（アルツハイマー病、血管性痴呆）の症候と診断を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）

③感染性・炎症性・脱髄性疾患
到達目標：
１）脳炎・髄膜炎の病因、症候と診断を説明できる。
	③感染性・炎症性・脱髄性疾患
到達目標：
１）脳炎・髄膜炎の原因、症候と診断を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）

⑥末梢神経疾患
到達目標：
１）ニューロパチーの病因（栄養障害、中毒、遺伝性）と病態を分類できる。
	⑥末梢神経疾患
到達目標：
１）ニューロパチーの原因（栄養障害、中毒、遺伝性）と病態を分類できる。


	⑦筋疾患
到達目標： 
	⑦筋疾患
到達目標： 

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）

２）進行性筋ジストロフィーの病因、分類、症候と診断を説明できる。
	２）進行性筋ジストロフィーの原因、分類、症候と診断を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（成因を病因に修正）
⑨先天性と周産期脳障害
到達目標：
１）脳性麻痺の病因、病型、症候とリハビリテーションを説明できる。

	⑨先天性と周産期脳障害
到達目標：
１）脳性麻痺の成因、病型、症候とリハビリテーションを説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）
３　皮膚系


	（３）皮膚系

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）

一般目標：
皮膚の構造と機能を理解し、主な皮膚疾患の病因、病態生理、症候、診断と治療を学ぶ。
	一般目標：
皮膚の構造と機能を理解し、主な皮膚疾患の病態生理、原因、症候、診断と治療を学ぶ。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）
（１）構造と機能
	【構造と機能】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（脱字を追加）
（２）診断と検査の基本
到達目標：
（身体診察はＥ３参照）
１）皮膚検査法（硝子圧法、皮膚描記法、ニコルスキー現象、ツアンク試験、皮膚温測定法、発汗検査法、皮脂測定法、光線テスト）を概説できる。
	【診断と検査の基本】
到達目標：
（身体診察はＥ３参照）
１）皮膚検査法（硝子圧法、皮膚描記、ニコルスキー現象、ツアンク試験、皮膚温測定法、発汗検査法、皮脂測定法、光線テスト）を概説できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（反応を試験へ変更）

平成19年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（試験をテストへ変更）

２）皮膚アレルギー検査法（プリックテスト、皮内テスト、パッチテスト）を説明できる。
	２）皮膚アレルギー検査法（プリックテスト、皮内反応、パッチテスト）を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（苛性カリをKOHへ変更）

３）微生物検査法（検体採取法、KOH直接鏡顕法、細菌・真菌培養法、スピロヘータ検出法）を概説できる。
	３）微生物検査法（検体採取法、苛性カリ検鏡法、細菌・真菌培養法、スピロヘータ検出法）を概説できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（３）症候
（【発疹】Ｅ１参照）
	【症候】
（【発疹】Ｅ１参照）

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（４）疾患
	【疾患】


	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（蕁麻疹は平仮名表記に、掻痒は漢字に変更）
②じんま疹、紅斑症、紅皮症と皮膚掻痒症

到達目標：
１）じんま疹の病態、診断と治療を説明できる。
	②蕁麻疹、紅斑症、紅皮症と皮膚そう痒症
到達目標：
１）蕁麻疹の病態、診断と治療を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）

２）多形滲出性紅斑、環状紅斑と紅皮症の病因と病態を説明できる。
	２）多形滲出性紅斑、環状紅斑と紅皮症の原因と病態を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（掻痒は漢字に変更）（原因を病因に修正）
３）皮膚掻痒症の病因と病態を説明できる。
	３）皮膚そう痒症の原因と病態を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）

③紫斑・血流障害と血管炎
到達目標：
１）皮膚血流障害と血管炎の病因、症候と病態を説明できる。
	③紫斑・血流障害と血管炎
到達目標：
１）皮膚血流障害と血管炎の原因、症候と病態を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）

⑤水疱症と膿疱症
到達目標：
１）自己免疫性水疱症の病因、病態と分類を説明できる。
	⑤水疱症と膿疱症
到達目標：
１）自己免疫性水疱症の原因、病態と分類を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（粃糠疹を漢字に修正）
⑥乾癬と角化症
到達目標：
１）尋常性乾癬、扁平苔癬とジベルばら色粃糠疹の病態、症候と治療を説明できる。
	⑥乾癬と角化症
到達目標：
１）尋常性乾癬、扁平苔癬とジベルばら色ひ糠疹の病態、症候と治療を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（カタカナ表記に変更）
⑧皮膚感染症
到達目標：
１）皮膚細菌感染症（伝染性膿痂疹、せつ、よう、毛嚢炎、丹毒、ブドウ球菌性熱傷様皮膚症候群）を列挙し、概説できる。

	⑧皮膚感染症
到達目標：
１）皮膚細菌感染症（伝染性膿痂疹、せつ、よう、毛嚢炎、丹毒、ぶどう球菌性熱傷様皮膚症候群）を列挙し、概説できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

４　運動器（筋骨格）系


	（４）運動器（筋骨格）系

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）

一般目標：
運動器系の正常構造と機能を理解し、主な運動器疾患の病因、病態生理、症候、診断と治療を学ぶ。
	一般目標：
運動器系の正常構造と機能を理解し、主な運動器疾患の病態生理、原因、症候、診断と治療を学ぶ。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（１）構造と機能
	【構造と機能】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（２）診断と検査の基本
	【診断と検査の基本】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（３）症候
	【症候】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）
（４）疾患
到達目標： 
	【疾患】
到達目標： 

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）

２）骨粗鬆症の病因と病態を説明し、骨折の好発部位を列挙できる。
	２）骨粗鬆症の原因と病態を説明し、骨折の好発部位を列挙できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）

５）関節炎の病因と治療を説明できる。

	５）関節炎の原因と治療を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

５　循環器系


	（５）循環器系

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）（記載の順序を変更）
一般目標：
循環器系の構造と機能を理解し、主な循環器疾患の病因、病態生理、症候、診断と治療を学ぶ。
	一般目標：
循環器系の構造と機能を理解し、主な循環器疾患の病態生理、原因、症候、診断と治療を学ぶ。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）
（１）構造と機能 
	【構造と機能】 

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）
（２）診断と検査の基本
	【診断と検査の基本】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（３）症候
（【チアノーゼ】【胸痛】【呼吸困難】【ショック】【動悸】【浮腫】【意識障害・失神】はＥ1参照）
	【症候】
（【チアノーゼ】【胸痛】【呼吸困難】【ショック】【動悸】【浮腫】【意識障害・失神】はＥ1参照）

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（４）疾患
	【疾患】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（名称変更に伴い修正）
②虚血性心疾患  
到達目標：
１）安定狭心症（労作性、冠攣縮性）の病態生理、症候と診断を説明し、治療を概説できる。
	②狭心症・心筋梗塞
到達目標：
１）安定狭心症（労作性、冠攣縮性）の病態生理、症候と診断を説明し、治療を概説できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（名称変更に伴い修正）

２）急性冠症候群（急性心筋梗塞、不安定狭心症）の病態生理、症候と診断を説明し、治療を概説できる。 
	２）不安定狭心症の病態生理、症候と診断を説明し、治療を概説できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（名称変更に伴い削除）
	３）急性心筋梗塞の病態生理、症候、診断と合併症を説明し、治療を概説できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）

④弁膜症
到達目標：
１）主な弁膜症（僧帽弁疾患、大動脈弁疾患）の病因、病態生理、症候と診断を説明し、治療を概説できる。
	④弁膜症
到達目標：
１）主な弁膜症（僧帽弁疾患、大動脈弁疾患）の原因、病態生理、症候と診断を説明し、治療を概説できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）

２）感染性心内膜炎の病因、症候と診断を説明し、治療を概説できる。
	２）感染性心内膜炎の原因、症候と診断を説明し、治療を概説できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（名称変更に伴い修正）

⑤心筋・心膜疾患
到達目標：
１）特発性心筋症と二次性心筋疾患の定義・概念と病態生理を説明できる。
	⑤心筋・心膜疾患
到達目標：
１）心筋症と特定心筋疾患の定義・概念と病態生理を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）

△２）心筋炎の病因と症候を説明できる。
	△２）心筋炎の原因と症候を説明できる。


	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）

△４）心タンポナーデの病因と診断を説明し、治療を概説できる。
	△４）心タンポナーデの原因と診断を説明し、治療を概説できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）

⑧静脈・リンパ管疾患
到達目標：
１）深部静脈血栓症の病因と症候を説明し、治療を概説できる。
	⑧静脈・リンパ管疾患
到達目標：
１）深部静脈血栓症の原因と症候を説明し、治療を概説できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）

△２）上大静脈症候群の病因と症候を説明できる。
	△２）上大静脈症候群の原因と症候を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）

△４）リンパ浮腫の病因を列挙できる。
	△４）リンパ浮腫の原因を列挙できる。

	⑨高血圧症
到達目標： 
	⑨高血圧症
到達目標： 

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）

２）二次性高血圧症の病因を列挙し、診断を説明し、治療を概説できる。


	２）二次性高血圧症の原因を列挙し、診断を説明し、治療を概説できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

６　呼吸器系


	（６）呼吸器系

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）

一般目標：
呼吸器系の構造と機能を理解し、主な呼吸器疾患の病因、病態生理、症候、診断と治療を学ぶ。
	一般目標：
呼吸器系の構造と機能を理解し、主な呼吸器疾患の原因、病態生理、症候、診断と治療を学ぶ。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（１）構造と機能
到達目標： 
	【構造と機能】
到達目標： 

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

７）肺の換気と（換気血流比）が動脈血ガスにおよぼす影響を説明できる。
	７）肺の換気と（換気血流比）が血液ガスにおよぼす影響を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（２）診断と検査の基本
	【診断と検査の基本】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（３）症候
	【症候】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（原因を病因に修正）

（４）疾患
①呼吸不全、低酸素（血）症と高二酸化炭素（血）症
到達目標：
１）呼吸不全の定義、分類、病態生理と主な病因を説明できる。
	【疾患】
①呼吸不全、低酸素（血）症と高二酸化炭素（血）症
到達目標：
１）呼吸不全の定義、分類、病態生理と主な原因を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（原因を病因に修正）

２）低酸素（血）症と高二酸化炭素（血）症の病因、分類と診断を説明し、治療を概説できる。
	２）低酸素（血）症と高二酸化炭素（血）症の原因、分類と診断を説明し、治療を概説できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）

②呼吸器感染症
到達目標：
１）急性上気道感染症（かぜ症候群）の病因、診断と治療を説明できる。
	②呼吸器感染症
到達目標：
１）急性上気道感染症（かぜ症候群）の原因、診断と治療を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（国家試験に準拠した名称に変更）
△４）非結核性（非定型）抗酸菌症を概説できる。
	△４）非定型抗酸菌症を概説できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（成因を病因に修正）

△６）クループの病因、診断と治療を説明できる。
	△６）クループの成因、診断と治療を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）

③閉塞性・拘束性障害をきたす肺疾患
到達目標：
１）慢性閉塞性呼吸機能障害の病因を列挙できる。
	③閉塞性・拘束性障害をきたす肺疾患
到達目標：
１）慢性閉塞性呼吸機能障害の原因を列挙できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）

３）肺気腫の病因、診断と治療を説明できる。
	３）肺気腫の原因、診断と治療を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）

④肺循環障害
到達目標：
１）肺性心の病因、診断と治療を説明できる。
	④肺循環障害
到達目標：
１）肺性心の原因、診断と治療を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

(窮を削除)（原因を病因に修正）

２）急性呼吸促迫症候群 〈ARDS〉 の病因、症候と治療を説明できる。
	２）急性呼吸促（窮）迫症候群（ARDS ）の原因、症候と治療を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）

３）肺血栓・塞栓症の病因、診断と治療を説明できる。
	３）肺血栓・塞栓症の原因、診断と治療を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（国家試験に準拠した標記に変更）

（原因を病因に修正）

⑤免疫学的機序による肺疾患
到達目標：
１）過敏性肺（臓）炎の病因、症候と診断を説明できる。
	
⑤免疫学的機序による肺疾患
到達目標：
１）過敏性肺臓炎の原因、症候と診断を説明できる。

	⑧気管支拡張症とその他の肺疾患
到達目標： 
	⑧気管支拡張症とその他の肺疾患
到達目標： 

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）

２）無気肺の病因と診断を説明できる。
	２）無気肺の原因と診断を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）

⑨胸膜・縦隔疾患
到達目標：
１）胸膜炎の病因、症候、診断と治療を説明できる。
	⑨胸膜・縦隔疾患
到達目標：
１）胸膜炎の原因、症候、診断と治療を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）
２）気胸の病因、症候、診断と治療を説明できる。
	２）気胸の原因、症候、診断と治療を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）

△４）縦隔気腫の病因、症候と診断を説明できる。

	△４）縦隔気腫の原因、症候と診断を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

７　消化器系


	（７）消化器系

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）
一般目標：
消化器系の正常構造と機能を理解し、主な消化器系疾患の病態生理、病因、症候、診断と治療を学ぶ。
	一般目標：
消化器系の正常構造と機能を理解し、主な消化器系疾患の病態生理、原因、症候、診断と治療を学ぶ。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（１）構造と機能
	【構造と機能】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（２）診断と検査の基本
	【診断と検査の基本】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（３）症候
	【症候】

	①肝腫大
到達目標： 
	①肝腫大
到達目標： 

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（誤字訂正）
△２）肝腫大のある患者における医療面接、診察と診断の要点を説明できる。
	△２）肝腫大のある患者における問診、診察と診断の要点を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（４）疾患
	【疾患】


	②胃・十二指腸疾患
到達目標： 
	②胃・十二指腸疾患
到達目標： 

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）

４）消化性潰瘍の病因、症候、ステージ分類、診断と治療を説明できる。
	４）消化性潰瘍の原因、症候、ステージ分類、診断と治療を説明できる。

	③小腸・大腸疾患
到達目標：
	③小腸・大腸疾患
到達目標： 

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（国家試験に準拠して別表記を追加）

（成因を病因に修正）

５）腸閉塞（イレウス）の病因、症候、診断と治療を説明できる。
	５）イレウスの成因、症候、診断と治療を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（成因を病因に修正）

④胆道疾患
到達目標：
１）胆石症の病因、症候、診断と治療を説明できる。
	④胆道疾患
到達目標：
１）胆石症の成因、症候、診断と治療を説明できる。


	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（成因を病因に修正）

２）胆嚢炎と胆管炎の病因、病態、症候、診断、合併症と治療を説明できる。
	２）胆嚢炎と胆管炎の成因、病態、症候、診断、合併症と治療を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（名称の修正・追加）
△５）先天性胆道拡張症と膵・胆管合流異常症を概説できる。
	△５）総胆管拡張症と膵胆管合流異常を概説できる。

	⑤肝疾患
到達目標： 
	⑤肝疾患
到達目標： 

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）

３）肝硬変の病因、病理、症候、診断と治療を説明できる。
	３）肝硬変の原因、病理、症候、診断と治療を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）

５）原発性肝癌の病因、病理、症候、診断と治療を説明できる。
	５）原発性肝癌の原因、病理、症候、診断と治療を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（成因を病因に修正）

⑦腹膜・腹壁・横隔膜疾患
到達目標：
１）腹膜炎の病因、症候、診断と治療を説明できる。
	⑦腹膜・腹壁・横隔膜疾患
到達目標：
１）腹膜炎の成因、症候、診断と治療を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（成因を病因に修正）

３）鼠径ヘルニアの病因、診断と治療を説明できる。


	３）鼠径ヘルニアの成因、診断と治療を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

８　腎・尿路系（体液・電解質バランスを含む）


	（８）腎・尿路系（体液・電解質バランスを含む）

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正、記載の順序を変更）

一般目標：
腎・尿路系の構造と機能を理解し、主な腎・尿路系疾患の病因、病態生理、症候、診断と治療を学ぶ。
	一般目標：
腎・尿路系の構造と機能を理解し、主な腎・尿路系疾患の病態生理、原因、症候、診断と治療を学ぶ。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（１）構造と機能
	【構造と機能】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（２）診断と検査の基本
	【診断と検査の基本】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（３）症候
	【症候】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（原因を病因に修正）

（４）疾患
①腎不全
到達目標：
１）急性腎不全の病因、症候、診断と治療を説明できる。
	【疾患】
①腎不全
到達目標：
１）急性腎不全の原因、症候、診断と治療を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（原因を病因に修正）
２）慢性腎不全の病因、症候、診断と治療を概説できる。
	２）慢性腎不全の原因、症候、診断と治療を概説できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）

②原発性糸球体疾患
到達目標：
１）急性糸球体腎炎症候群の病因、症候、診断と治療を説明できる。
	②原発性糸球体疾患
到達目標：
１）急性糸球体腎炎症候群の原因、症候、診断と治療を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（脱字を追加）
△４）急速進行性糸球体腎炎症候群を概説できる。
	△４）急速進行性腎炎症候群を概説できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（脱字を追加）
③腎血管障害
到達目標：
１）腎血管性高血圧症を概説できる。
	③腎血管障害
到達目標：
１）腎血管性高血圧を概説できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）

⑤間質性腎疾患
到達目標：
１）急性・慢性腎盂腎炎の病因、症候、診断と治療を説明できる。
	⑤間質性腎疾患
到達目標：
１）急性・慢性腎盂腎炎の原因、症候、診断と治療を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）

２）急性・慢性間質性腎炎の病因、症候、診断と治療を説明できる。
	２）急性・慢性間質性腎炎の原因、症候、診断と治療を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（脱字を追加）

△３）アミロイド腎症の症候、診断と治療を説明できる。
	
△３）アミロイド腎の症候、診断と治療を説明できる。


	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（成因を病因に修正）

⑧尿路疾患
到達目標：
１）尿路結石の病因、症候、診断と治療を説明できる。
	【尿路疾患】
到達目標：
１）尿路結石の成因、症候、診断と治療を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）

２）尿路の炎症（膀胱炎・前立腺炎・尿道炎）の病因、診断と治療を説明できる。


	２）尿路の炎症（膀胱炎・前立腺炎・尿道炎）の原因、診断と治療を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

９　生殖機能


	（９）生殖機能

	②女性生殖器
到達目標： 
	②女性生殖器
到達目標： 

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（新字体に変更）

△３）腟分泌物の所見を説明できる。  
	△３）膣分泌物の所見を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（表記を変更）
（３）症候
①男性生殖器
到達目標：
１）勃起不全と射精障害を概説できる。
	【症候】
①男性生殖器
到達目標：
１）勃起障害と射精障害を概説できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（新字体に変更）

②女性生殖器
到達目標：
１）不正性器出血、乳汁漏出、腟分泌物（帯下）の増量、腟乾燥感、性交痛をきたす疾患を列挙し、その病態を説明できる。
	②女性生殖器
到達目標：
１）不正性器出血、乳汁漏出、膣分泌物（帯下）の増量、膣乾燥感、性交痛をきたす疾患を列挙し、その病態を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（脱字を追加）
（４）疾患
①男性生殖器疾患
到達目標：
１）男性不妊症を概説できる。
	【疾患】
①男性生殖器疾患
到達目標：
１）男性不妊を概説できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（国家試験に準拠して追加・修正）
４）精巣腫瘍を概説できる。
	４）精巣癌を概説できる。

	②女性生殖器疾患
到達目標： 
	②女性生殖器疾患
到達目標： 

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（新字体に変更）
８）外陰、腟と骨盤内感染症の症候、診断と治療を説明できる。


	
８）外陰、膣と骨盤内感染症の症候、診断と治療を説明できる。


	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

10　妊娠と分娩


	（10）妊娠と分娩

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（１）診断と検査の基本
	【診断と検査の基本】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（２）症候
	【症候】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（３）正常妊娠・分娩・産褥
	【正常妊娠・分娩・産褥】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（名称変更に伴い修正）
（４）疾患
到達目標：
１）主な異常妊娠（流産、切迫流産、子宮外妊娠、妊娠高血圧症、多胎妊娠、骨盤位）の病態を説明できる。
	【疾患】
到達目標：
１）主な異常妊娠（流産、切迫流産、子宮外妊娠、妊娠中毒症、多胎妊娠、骨盤位）の病態を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（正式名称を追加）
△４）産科救急〔産科出血、播種性血管内凝固（症候群）〈DIC〉〕の病態と治療を説明できる。
	△４）産科救急（産科出血、DIC）の病態と治療を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（５）産科手術


	【産科手術】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

１１　乳房


	（１１）乳房

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（１）構造と機能
	【構造と機能】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（２）診断と検査の基本
	【診断と検査の基本】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（原因を病因に修正）
（３）症候
到達目標：
乳房腫瘤、異常乳汁分泌（出血性乳房）と乳房の腫脹・疼痛・変形をきたす主な病因を列挙できる。
	【症候】
到達目標：
乳房腫瘤、異常乳汁分泌（出血性乳房）と乳房の腫脹・疼痛・変形をきたす主な原因を列挙できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（４）疾患


	【疾患】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

１２　内分泌・栄養・代謝系


	（１２）内分泌・栄養・代謝系

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）（記載の順序を変更）
一般目標：
内分泌・代謝系の構成と機能を理解し、主な内分泌･代謝疾患の病因、病態生理、症候、診断と治療を学ぶ。
	一般目標：
内分泌・代謝系の構成と機能を理解し、主な内分泌･代謝疾患の病態生理、原因、症候、診断と治療を学ぶ。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（１）構造と機能
	【構造と機能】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）
（２）診断と検査の基本
	【診断と検査の基本】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（３）症候
	【症候】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（４）疾患
①視床下部・下垂体疾患
到達目標： 
	【疾患】
①視床下部・下垂体疾患
到達目標： 


	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（国家試験に準拠して変更）
２）先端巨大症を概説できる。
	２）末端肥大症を概説できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（脱字を追加）

４）尿崩症を概説できる。
	４）崩症を概説できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（脱字を追加）

△５）成長ホルモン分泌不全性低身長を概説できる。
	△５）成長ホルモン分泌不全低身長を概説できる。

	③副甲状腺（上皮小体）疾患とカルシウム代謝異常
到達目標： 
	③副甲状腺（上皮小体）疾患とカルシウム代謝異常
到達目標： 

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）

２）副甲状腺機能の亢進症と低下症の病因、病態、症候と診断を説明できる。
	２）副甲状腺機能の亢進症と低下症の原因、病態、症候と診断を説明できる。

	④副腎皮質・髄質疾患
到達目標： 
	④副腎皮質・髄質疾患
到達目標： 

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）

△４）副腎不全（急性・慢性）の病因、病態生理、症候、診断と治療を説明できる。
	△４）副腎不全（急性・慢性）の原因、病態生理、症候、診断と治療を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）

⑤糖代謝異常
到達目標：
１）糖尿病の病因、病態生理、分類、症候と診断を説明できる。
	⑤糖代謝異常
到達目標：
１）糖尿病の原因、病態生理、分類、症候と診断を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）

⑥脂質代謝異常
到達目標：
１）高脂血症の分類、病因と病態を説明できる。
	⑥脂質代謝異常
到達目標：
１）高脂血症の分類、原因と病態を説明できる。


	⑦タンパク質および核酸代謝異常
到達目標： 
	⑦タンパク質および核酸代謝異常
到達目標： 

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）

２）高尿酸血症・痛風の病因と病態を説明できる。
	２）高尿酸血症・痛風の原因と病態を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（誤字訂正）
⑨先天性代謝疾患
到達目標：
△１）主な先天性代謝疾患（フェニルケトン尿症、ガラクトース血症、ホモシスチン尿症、メープルシロップ尿症）を概説できる。
	⑨先天性代謝疾患
到達目標：
△１）主な先天性代謝疾患（フェニールケトン尿症、ガラクトース血症、ホモシスチン尿症、メープルシロップ尿症）を概説できる。


	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

１３　眼・視覚系


	（１３）眼・視覚系

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）
（１）構造と機能
	【構造と機能】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）
（２）診断と検査の基本
	【診断と検査の基本】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（３）症候
	【症候】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）
（４）疾患
到達目標： 
	【疾患】
到達目標： 

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（成因を病因に修正）

３）白内障の病因、症候、診断と治療を説明できる。
	３）白内障の成因、症候、診断と治療を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（成因を病因に修正）

４）緑内障の病因を列挙し、それらの発症機序、症候と治療を説明できる。
	４）緑内障の成因を列挙し、それらの発症機序、症候と治療を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）

△７）ぶどう膜炎の病因、症候、診断と治療を説明できる。
	△７）ぶどう膜炎の原因、症候、診断と治療を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（成因を病因に修正）

△８）うっ血乳頭の病因、症候と診断を説明できる。
	△８）うっ血乳頭の成因、症候と診断を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（成因を病因に修正）
△９）視神経症の病因、症候と診断を説明できる。
	△９）視神経症の成因、症候と診断を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

△１１）色覚多様性（色覚障害）を概説できる。


	△１１）色覚障害を概説できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

１４　耳鼻・咽喉・口腔系


	（１４）耳鼻・咽喉・口腔系

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）
（１）構造と機能
	【構造と機能】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（２）診断と検査の基本
	【診断と検査の基本】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）
（３）症候
	【症候】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（原因を病因に修正）

（４）疾患
到達目標：
１）滲出性中耳炎、急性中耳炎と慢性中耳炎の病因、診断と治療を説明できる。


	【疾患】
到達目標：
１）滲出性中耳炎、急性中耳炎と慢性中耳炎の原因、診断と治療を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

１５　精神系


	（１５）精神系

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（１）診断と検査の基本
到達目標： 
	【診断と検査の基本】
到達目標： 

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（＊：平成17年7月施行の新法を追加、＃：国家試験に準拠して変更）

３）精神科医療の法と倫理に関する必須項目（精神保健福祉法、心神喪失者等医療観察法＊、インフォームドコンセント＃）を説明できる。
	３）精神科医療の法と倫理に関する必須項目（精神保健福祉法、インフォームド・コンセント）を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（２）症候
	【症候】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（３）疾患・障害
到達目標： 
	【疾患・障害】
到達目標： 

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（名称変更に伴い修正）
２）認知症の診断と治療を説明できる。
	２）痴呆の診断と治療を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（名称変更に伴い修正）
５）統合失調症の急性期の診断と救急治療を説明できる。
	５）精神分裂病の急性期の診断と救急治療を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（名称変更に伴い修正）
６）統合失調症の慢性期の症候と診断を説明できる。


	６）精神分裂病の慢性期の症候と診断を説明できる。

	平成19年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）
１０）ストレス関連疾病の症候と診断を説明できる。

	１０）ストレス関連障害の症候と診断を説明できる。


	Ｄ　全身におよぶ生理的変化、病態、診断、治療


	Ｄ　全身におよぶ生理的変化、病態、診断、治療


	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

１　感染症


	（１）感染症

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）

一般目標：
主な感染症の病因、病態生理、症候、診断と治療を学ぶ。
	一般目標：
主な感染症の原因、病態生理、症候、診断と治療を学ぶ。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）
（１）病態
到達目標： 
	【病態】
到達目標： 

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（国家試験に準拠して日本語表記を追加。）
△７）全身性炎症（性）反応症候群〈SIRS〉を概説できる。
	△７）SIRSを概説できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）
（２）診断・検査・治療の基本
	【診断・検査・治療の基本】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）
（３）症候
	【症候】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（国家試験に準拠して変更）

（４）病態と疾患
①ウイルス感染症・プリオン病  
到達目標： 
	【病態と疾患】
①ウイルス・プリオン感染症
到達目標： 

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（国家試験に準拠して変更）

５）水痘・帯状疱疹ウイルス感染症の症候、診断と治療を説明できる。
	５）水痘・帯状ヘルペス感染症の症候、診断と治療を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（脱字を追加）
６）ウイルス性皮膚疾患（単純ヘルペスウイルス感染症、伝染性紅斑、手足口病、ウイルス性ゆうぜい）を概説できる。
	６）ウイルス性皮膚疾患（単純ヘルペス、伝染性紅斑、手足口病、ウイルス性ゆうぜい）を概説できる。


	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（国家試験に準拠して変更）

７）ヒト免疫不全ウイルス〈HIV〉感染症の感染経路、自然経過、症候、診断、治療と感染対策を説明できる。
	７）HIV感染症の感染経路、自然経過、症候、診断、治療と感染対策を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（誤字を修正）
△９）咽頭結膜熱の症候と診断を説明できる。
	△９）咽頭結膜炎の症候と診断を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

△１１）伝染性単核（球）症の症候と診断を説明できる。
	△１１）伝染性単核球症の症候と診断を説明できる。


	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（名称を変更、追加、カタカナ表記に変更）
△１２）プリオン病（クロイツフェルト・ヤコブ病、ウシ海綿状脳症〈BSE〉）を概説できる。
	△１２）プリオン感染症（クロイツフェルト・ヤコブ病、狂牛病）を概説できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（国家試験に準拠して変更）

△１３）ヒトT細胞白血病ウイルス〈HTLV〉感染症の症候、診断と治療を説明できる。
	△１３）HTLV-1感染症の症候、診断と治療を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（カタカナ表記に変更）

②細菌感染症
到達目標：
１）ブドウ球菌感染症の症候、診断と治療を説明できる。
	②細菌感染症
到達目標：
１）ぶどう球菌感染症の症候、診断と治療を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（国家試験に準拠して変更）
２）Ａ群レンサ球菌感染症の症候、診断、治療とリウマチ熱との関連を説明できる。
	２）Ａ群レンサ球菌の症候、診断、治療とリウマチ熱との関連を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）

３）結核の病因、症候、診断、治療と予防を説明できる。
	３）結核の原因、症候、診断、治療と予防を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（国家試験に準拠して変更）
△７）インフルエンザ（桿）菌と肺炎レンサ球菌感染症を概説できる。
	△７）インフルエンザ桿菌と肺炎レンサ球菌感染症を概説できる。

	④真菌感染症と寄生虫症
到達目標： 
	④真菌感染症と寄生虫症
到達目標： 

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（名称変更に伴い修正）

２）ニューモシスチス肺炎の症候、診断と治療を説明できる。
	２）カリニ肺炎の症候、診断と治療を説明できる。


	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（脱字を追加）
４）主な原虫疾患（マラリア、トキソプラズマ症、アメーバ赤痢）を説明できる。
	４）主な原虫疾患（マラリア、トキソプラズマ症、赤痢アメーバ）を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（国家試験に準拠して変更）
△５）クリプトスポリジウム症、ジアルジア症（ランブル鞭毛虫症）、エキノコックス症を概説できる。
	△５）クリプトスポリジウム、ジアルジア、エキノコックス症を概説できる。

	⑥院内感染
到達目標：
	⑥院内感染
到達目標：

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（国家試験に準拠して変更）
２）メチシリン耐性黄色ブドウ球菌〈MRSA〉の特徴、病院内での対応の方法を説明できる。


	２）ＭＲＳＡの特徴、病院内での対応の方法を説明できる。

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　新設

（以下番号を送る）

２　腫瘍  

	

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　新設

一般目標：
　腫瘍の病理・病態、発生病因・疫学・予防、症候、診断・治療と診療の基本的事項を学ぶ。
	


	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　新設

（１）病理・病態
到達目標：
１） 腫瘍の定義を説明できる。
	

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　新設

２） 組織の再生と修復や肥大、増生、化生、異形成と退形成を説明できる。
	

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　新設

３） 良性腫瘍と悪性腫瘍の違いを説明できる。
	

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　新設

４） 上皮性腫瘍と非上皮性腫瘍の違いを説明できる。
	

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　新設

５） 腫瘍細胞の異型性と多型性を説明できる。
	

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　新設

６） 腫瘍と染色体異常の関係を概説できる。
	

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　新設

７） 局所における腫瘍の増殖、局所浸潤と転移を説明できる。
	

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　新設

（２）発生病因・疫学・予防
到達目標：
１） 腫瘍発生に関わる遺伝的要因と外的因子を概説できる。
	

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　新設

２） がんに関連する遺伝子（がん遺伝子とがん抑制遺伝子）の変化を概説できる。
	

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　新設

３） 悪性腫瘍の疫学を概説できる。
	

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　新設

４） 悪性腫瘍の予防を概説できる。
	

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　新設

（３）症候
（【ショック】【発熱】【けいれん】【意識障害・失神】【脱水】【全身倦怠感】【肥満・やせ】【黄疸】【発疹】【貧血】【リンパ節腫脹】【浮腫】【胸水】【胸痛】【呼吸困難】【咳・痰】【血痰・喀血】【めまい】【頭痛】【運動麻痺・筋力低下】【腹痛】【悪心・嘔吐】【嚥下困難・障害】【食思（欲）不振】【便秘・下痢】【吐血・下血】【腹部膨隆（腹水を含む）・腫瘤】【血尿】【尿量・排尿の異常】【月経異常】【腰背部痛】はＥ1 参照）

	

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　新設

（４）診断
到達目標：
１） 腫瘍の細胞診と組織診の違いを説明できる。
	

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　新設

２） 腫瘍の画像診断を概説できる。
	

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　新設

３） 腫瘍の遺伝子診断を概説できる。
	


	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　新設

４） 腫瘍マーカーの意義を説明できる。
	

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　新設

５） 悪性腫瘍の病期分類を概説できる。
	

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　新設

６） 悪性腫瘍の予後因子を概説できる。
	

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　新設

（５）治療
到達目標：
１） 腫瘍の集学的治療を概説できる。
	

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　新設

２） 腫瘍の手術療法を概説できる。
	

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　新設

３） 腫瘍の放射線療法を概説できる。
	

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　新設

４） 腫瘍の化学療法を概説できる。
	

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　新設

５） 腫瘍の生物学的療法を概説できる。
	

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　新設

６） 腫瘍における支持療法を概説できる。
	

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　新設

７） 腫瘍における緩和療法を概説できる。
	

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　新設

（６）診療の基本的事項
到達目標：
１） 腫瘍の診療におけるチーム医療を概説できる。
	

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　新設

２） 腫瘍の診療における生命倫理（バイオエシックス）を概説できる。


	

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

３　免疫・アレルギー疾患


	（２）免疫・アレルギー疾患

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（１）診断と検査の基本
	【診断と検査の基本】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）
（２）症候
	【症候】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（３）病態と疾患
	【病態と疾患】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

４　物理・化学的因子による疾患


	（３）物理・化学的因子による疾患

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（１）診断と検査の基本
	【診断と検査の基本】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（２）症候
	【症候】


	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（原因を病因に修正）

（３）疾患
①中毒
到達目標：
１）細菌性食中毒の病因、症候と治療を説明できる。
	【疾患】
①中毒
到達目標：
１）細菌性食中毒の原因、症候と治療を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（国家試験に準拠して変更）
③熱傷
到達目標：
１）熱傷面積（９の法則）と深（達）度から熱傷の重症度を説明できる。


	③熱傷
到達目標：
１）熱傷面積（９の法則）と深達度から熱傷の重傷度を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

５　成長と発達


	（４）成長と発達

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（１）胎児・新生児
到達目標： 
	【胎児・新生児】
到達目標： 

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）

８）新生児期の呼吸困難の病因を列挙できる。
	８）新生児期の呼吸困難の原因を列挙できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（２）乳幼児
	【乳幼児】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）
（３）小児期全般
到達目標： 
	【小児期全般】
到達目標： 

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（略号を追加）

△８）小児行動異常（注意欠陥多動障害〈ADHD〉、自閉症、学習障害、チック）を列挙できる。
	△８）小児行動異常（注意欠陥多動障害、自閉症、学習障害、チック）を列挙できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）
（４）思春期


	【思春期】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）
６　加齢と老化


	（５）加齢と老化

	到達目標： 
	到達目標： 

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）
△７）高齢者における総合機能評価法 〈CGA〉 を説明できる。


	△７）高齢者における総合機能評価法（CGA）を説明できる。

	７　人の死


	（６）人の死


	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

８　死と法


	（７）死と法


	Ｅ　診療の基本


	Ｅ　診療の基本

	１　症候・病態からのアプローチ


	１　症候・病態からのアプローチ

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）
（１）ショック
	【ショック】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（２）発熱
	【発熱】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（３）けいれん
	【けいれん】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（４）意識障害・失神
	【意識障害・失神】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）
（５）チアノーゼ
	【チアノーゼ】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）
（６）脱水
	【脱水】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（７）全身倦怠感
	【全身倦怠感】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（８）肥満・やせ
	【肥満・やせ】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）
（９）黄疸
	【黄疸】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（１０）発疹
	【発疹】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）
（１１）貧血
	【貧血】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（１２）出血傾向
	【出血傾向】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（１３）リンパ節腫脹
	【リンパ節腫脹】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（１４）浮腫
	【浮腫】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（１５）動悸
	【動悸】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（１６）胸水
	【胸水】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）
（１７）胸痛
	【胸痛】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）
（１８）呼吸困難
	【呼吸困難】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）
（１９）咳・痰
	【咳・痰】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（２０）血痰・喀血
	【血痰・喀血】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）
（２１）めまい
	【めまい】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）
（２２）頭痛
	【頭痛】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（２３）運動麻痺・筋力低下
	【運動麻痺・筋力低下】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（２４）腹痛
	【腹痛】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（２５）悪心・嘔吐
	【悪心・嘔吐】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（２６）嚥下困難・障害
	【嚥下困難・障害】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）
（２７）食思（欲）不振
	【食思（欲）不振】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）
（２８）便秘・下痢
	【便秘・下痢】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（２９）吐血・下血
	【吐血・下血】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）
（３０）腹部膨隆（腹水を含む）・腫瘤
	【腹部膨隆（腹水を含む）・腫瘤】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（３１）タンパク尿
	【タンパク尿】 

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（３２）血尿
	【血尿】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（３３）尿量・排尿の異常
	【尿量・排尿の異常】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）
（３４）月経異常
	【月経異常】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）

（３５）関節痛・関節腫脹
	【関節痛・関節腫脹】

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（他の項目・領域に会わせて階層整理番号を修正）
（３６）腰背部痛

	【腰背部痛】

	２　基本的診療知識


	２　基本的診療知識

	（１）薬物治療の基本原理 
	（１）薬物治療の基本原理 

	到達目標： 
	到達目標： 

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

４）自律神経作用薬（アドレナリン（エピネフリン）作用薬、抗アドレナリン（エピネフリン）作用薬、コリン作用薬、抗コリン作用薬）の薬理作用を説明できる。
	４）自律神経作用薬（アドレナリン作用薬、抗アドレナリン作用薬、コリン作用薬、抗コリン作用薬）の薬理作用を説明できる。

	（２）臨床検査
	（２）臨床検査

	到達目標： 
	到達目標： 

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（診療報酬記載に準拠して変更）
３）血液学的検査の目的と適応を説明し、結果を解釈できる。
	３）末梢血液検査の目的と適応を説明し、結果を解釈できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（診療報酬記載に準拠して変更）

６）生化学的検査項目を列挙し目的、適応と異常所見を説明し、結果を解釈できる。
	６）血液生化学検査項目を列挙し目的、適応と異常所見を説明し、結果を解釈できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（診療報酬記載に準拠して変更）

７）免疫学的検査の目的、適応と異常所見を説明し、結果を解釈できる。
	７）血清・免疫学的検査項目の目的、適応と異常所見を説明し、結果を解釈できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（誤字を修正）

１１）脳脊髄液検査の目的、適応と異常所見を説明し、結果を解釈できる。
	１１）髄液検査の目的、適応と異常所見を説明し、結果を解釈できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（誤字を修正）

△１５）一般細菌の塗抹・培養の目的、適応と異常所見を説明し、結果を解釈できる。
	
△１５）一般細菌の塗沫・培養の目的、適応と異常所見を説明し、結果を解釈できる。

	（３）外科的治療と周術期管理 
	（３）外科的治療と周術期管理 

	【周術期管理】
到達目標： 
	【周術期管理】
到達目標： 

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（国家試験に準拠して変更）
△４）手術に関するインフォームドコンセントの注意点を列挙できる。
	△４）手術に関するインフォームド・コンセントの注意点を列挙できる。

	（４）麻酔 
	（４）麻酔 

	到達目標： 
	到達目標： 

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（国家試験に準拠して追加）
△４）気管（内）挿管・抜管を概説できる。
	△４）気管内挿管・抜管を概説できる。


	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（国家試験に準拠して追加）
△７）悪性高熱症を概説できる。
	△７）悪性高熱を概説できる。

	（10）輸血と移植
	（10）輸血と移植

	到達目標： 
	到達目標： 

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（診療報酬記載に準拠して変更）
２）血液交叉試験を説明できる。
	２）交差適合試験を説明できる。

	（１１）リハビリテーション
	（１１）リハビリテーション

	到達目標： 
	到達目標： 

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

△５）日常生活動作 〈ADL〉 の評価ができる。


	△５）日常生活動作（ADL）の評価ができる。

	３　基本的診療技能


	３　基本的診療技能

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（３）診療記録
一般目標：
問題志向型診療録〈POMR〉と各種診療記録の書き方を学ぶ。
	（３）診療記録
一般目標：
問題志向型診療録（POMR）と各種診療記録の書き方を学ぶ。

	（４）臨床判断
	（４）臨床判断

	到達目標： 
	到達目標： 

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

２）科学的根拠にもとづいた医療〈EBM〉を概説できる。
	２）科学的根拠にもとづいた医療（EBM）を概説できる。

	（５）身体診察 
	（５）身体診察

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（記載の順序を変更）
【胸部】
到達目標：
１）胸部診察で確認すべき項目を列挙し、視診、触診、打診と聴診ができる。
	【胸部】
到達目標：
１）胸部診察で確認すべき項目を列挙し、視診、打診、触診と聴診ができる。

	【外科手技】
到達目標： 
	【外科手技】
到達目標： 

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

３）創の一次的閉鎖、遅延一次閉鎖、二次的癒合とデブリドマンを説明できる。


	３）創の一次的閉鎖、遅延一次閉鎖、二次的癒合とデブリードマンを説明できる。

	Ｆ　医学・医療と社会


	Ｆ　医学・医療と社会

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　改訂

（１）社会・環境と健康  
一般目標：
社会と健康・疾病との関係について理解し、個体および集団をとりまく環境諸要因の変化による個人の健康と社会生活への影響について学ぶ。
	（１）社会・環境と健康
一般目標：
社会と健康・疾病との関係や地域医療について理解し、個体および集団をとりまく環境諸要因の変化による個人の健康と社会生活への影響について学ぶ。

	到達目標： 
	到達目標： 

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　改訂

（削除）（以下番号を変更）

	３）地域医療の機能と体制（地域保健医療計画、救急医療、災害医療、へき地医療、在宅ターミナル）を説明できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（原因を病因に修正）
３）環境と健康・疾病との関係（環境と適応、主体環境系、病因と保健行動、環境基準と環境影響評価、公害と環境保全）を概説できる。
	４）環境と健康・疾病との関係（環境と適応、主体環境系、原因と保健行動、環境基準と環境影響評価、公害と環境保全）を概説できる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）
４）生態系の変化が健康と生活に与える影響（有害物質、環境発がん物質、内分泌攪乱物質）を概説できる。
	５）生態系の変化が健康と生活に与える影響（有害物質、環境発癌物質、内分泌攪乱物質）を概説できる。

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　改訂

（削除）（以下番号を変更）
	△６）地域保健と医師の役割を説明できる。

	△５）病診連携と病病連携を説明できる。
	△７）病診連携と病病連携を説明できる。

	△６）地球環境の変化、生態循環、生物濃縮と健康との関係を説明できる。
	△８）地球環境の変化、生態循環、生物濃縮と健康との関係を説明できる。

	△７）各ライフステージの健康問題について説明できる。
	△９）各ライフステージの健康問題について説明できる。

	△８）シックハウス症候群を概説できる。
	△１０）シックハウス症候群を概説できる。

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　改訂

（削除）
	△１１）災害救急医療におけるトリアージを説明できる。

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　新設
（２）地域医療
一般目標：
　地域医療の在り方と現状および課題を理解し、地域医療に貢献するための能力を身に付ける。
	

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　新設
到達目標：
１）地域医療に求められる役割と機能および体制等、地域医療の在り方を概説できる。
	

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　新設
２）へき地および離島における地域医療の現状と課題について説明できる。
	

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　新設
３）医師の偏在（地域及び診療科）の現状について説明できる。
	

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　新設
４）地域における、保健（母子保健、老人保健、精神保健、学校保健）・医療・福祉・介護の分野間の連携及び多職種間の連携の必要性について説明できる。
	

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　新設
５）地域医療の基盤となるプライマリ・ケアの必要性を理解し、実践に必要な能力を身に付ける。
	

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　新設
６）地域における、救急医療、災害医療、在宅ターミナルの体制を説明できる。
	

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　新設
△７）災害救急医療におけるトリアージを説明できる。
	

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　新設
△８）地域医療に積極的に参加・貢献する。
	

	（３）疫学と予防医学 
	（２）疫学と予防医学

	到達目標： 
	到達目標： 

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

３）疾病・有病・障害統計、年齢調整率と標準化死亡比〈SMR〉 を説明できる。
	３）疾病・有病・障害統計、年齢調整率と標準化死亡比SMR を説明できる。

	（４）生活習慣と疾病
	（３）生活習慣と疾病

	（５）保健、医療、福祉と介護の制度
	（４）保健、医療、福祉と介護の制度

	到達目標： 
	到達目標： 

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　
（4)地域保健(母子保健、老人保健、精神保健、学校保健は地域医療へ移動）

（削除）（以下番号を変更）
	４）地域保健（母子保健、老人保健、精神保健、学校保健）を概説できる。

	４）産業保健を概説できる。
	５）産業保健を概説できる。

	５）医療の質の評価（質の定義、クリティカル・パス）を説明できる。
	６）医療の質の評価（質の定義、クリティカル・パス）を説明できる。

	６）国民医療費の収支と将来予測を概説できる。
	７）国民医療費の収支と将来予測を概説できる。

	７）医師法と医療法を概説できる。
	８）医師法と医療法を概説できる。

	８）医療関連法規に定められた医師の義務を列挙できる。
	９）医療関連法規に定められた医師の義務を列挙できる。

	△９）医療資源と医療サービスの価格形成を説明できる。
	△１０）医療資源と医療サービスの価格形成を説明できる。

	△１０）医療従事者の資格免許、現状と役割、連携とチーム医療を説明できる。
	△１１）医療従事者の資格免許、現状と役割、連携とチーム医療を説明できる。

	平成19年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

△１１）感染症法・食品衛生法の概要と届け出義務を説明できる。
	△１２）感染症予防医療法・食品衛生法の概要と届け出義務を説明できる。

	△１２）予防接種の意義と現状を説明できる。
	△１３）予防接種の意義と現状を説明できる。

	△１３）医師法と医療法以外の医療関係法規を概説できる。
	△１４）医師法と医療法以外の医療関係法規を概説できる。

	（６）診療情報
	（５）診療情報

	（７）臨床研究と医療


	（６）臨床研究と医療

	Ｇ　臨床実習


	Ｇ　臨床実習

	平成18年度改訂（最終報告、平19.3.28）　新設

臨床実習を行うに当たっては、個々の臨床実習を独立して行うのではなく、体系的に遂行させる統轄責任者が必要である。 
	

	１　全期間を通じて身につけるべき事項


	１　全期間を通じて身につけるべき事項

	（１）診療の基本 
	（１）診療の基本

	【問題志向型システム・科学的根拠にもとづいた医療】
到達目標：
	【問題志向型システム・科学的根拠にもとづいた医療】
到達目標：

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

５）科学的根拠にもとづいた医療〈EBM〉を実践できる。
	５）科学的根拠にもとづいた医療（EBM）を実践できる。

	（２）身体診察
一般目標：
受け持ち患者の基本的な身体診察ができる。
	（２）身体診察
一般目標：
受け持ち患者の基本的な身体診察ができる。

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（記載の順序を変更）
【胸部】
到達目標：
１）胸部の視診、触診、打診、聴診ができる。
	【胸部】
到達目標：
１）胸部の視診、打診、触診、聴診ができる。

	【小児と高齢者の診察】
到達目標： 
	【小児と高齢者の診察】
到達目標： 

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

２）高齢者を診察でき、総合機能評価〈CGA〉ができる。
	２）高齢者を診察でき、総合機能評価（CGA）ができる。

	（３）基本的臨床手技 
	（３）基本的臨床手技 

	【検査手技】
到達目標：
	【検査手技】
到達目標：

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（誤字を修正）
３）末梢血塗抹標本を作成し、観察できる。


	３）末梢血塗沫標本を作成し、観察できる。

	２内科系臨床実習


	２内科系臨床実習

	（１）内科 
	（１）内科

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

実習形態：内科系病棟・外来
症　　例：頻度の高い悪性新生物（肺癌、肝癌、悪性リンパ腫、白血病）
　　　　　脳血管障害
　　　　　パーキンソン病
　　　　　肺炎
　　　　　気管支喘息・慢性閉塞性肺疾患 <COPD>
　　　　　狭心症・急性心筋梗塞
　　　　　心不全
　　　　　高血圧症
　　　　　消化性潰瘍
　　　　　肝疾患（急性肝炎・慢性肝炎・肝硬変）
　　　　　腎不全
　　　　　尿路感染症
　　　　　甲状腺機能亢進症
　　　　　糖尿病
　　　　　高脂血症
　　　　　関節リウマチ
　　　　　鉄欠乏性貧血
	実習形態：内科系病棟・外来
症　　例：頻度の高い悪性新生物（肺癌、肝癌、悪性リンパ腫、白血病）
　　　　　脳血管障害
　　　　　パーキンソン病
　　　　　肺炎
　　　　　気管支喘息・慢性閉塞性肺疾患（COPD）
　　　　　狭心症・急性心筋梗塞
　　　　　心不全
　　　　　高血圧症
　　　　　消化性潰瘍
　　　　　肝疾患（急性肝炎・慢性肝炎・肝硬変）
　　　　　腎不全
　　　　　尿路感染症
　　　　　甲状腺機能亢進症
　　　　　糖尿病
　　　　　高脂血症
　　　　　慢性関節リウマチ
　　　　　鉄欠乏性貧血

	（２）精神科
	（２）精神科

	*1平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（名称の変更に伴い修正）
*2平成19年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

実習形態：精神科外来・病棟
（一般診療科においても診療機会が多い精神障害を学ぶために、外来、あるいは他科からのリエゾン・コンサルテーションを中心とするなど、実習形態を考慮することが望ましい）
症例（症候）：気分障害
　　　　　　　ストレス関連疾病*2・身体表現性障害
　　　　　　　症状性・器質性精神障害
　　　　　　　統合失調症*1
　　　　　　　抑うつ・不安
　　　　　　　睡眠障害（不眠）
　　　　　　　せん妄


	実習形態：精神科外来・病棟
（一般診療科においても診療機会が多い精神障害を学ぶために、外来、あるいは他科からのリエゾン・コンサルテーションを中心とするなど、実習形態を考慮することが望ましい）
症例（症候）：気分障害
　　　　　　　ストレス関連・身体表現性障害
　　　　　　　症状性・器質性精神障害
　　　　　　　精神分裂病
　　　　　　　抑うつ・不安
　　　　　　　睡眠障害（不眠）
　　　　　　　せん妄


	３外科系臨床実習


	３外科系臨床実習

	（１）外科
	（１）外科

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（国家試験に準拠して別表記を追加）

実習形態：外科系病棟・外科系外来・手術室
症　　例：外科的適応のある悪性腫瘍（胃癌、大腸癌、肺癌、乳癌）
　　　　　急性虫垂炎
　　　　　腸閉塞（イレウス） 
　　　　　腹膜炎
　　　　　鼠径ヘルニア
　　　　　痔疾患
　　　　　胆石症・胆嚢炎
　　　　　脊髄損傷
　　　　　関節痛・関節腫脹
　　　　　自然気胸
　　　　　前立腺肥大

	
実習形態：外科系病棟・外科系外来・手術室
症　　例：外科的適応のある悪性腫瘍（胃癌、大腸癌、肺癌、乳癌）
　　　　　急性虫垂炎
　　　　　腸閉塞
　　　　　腹膜炎
　　　　　鼠径ヘルニア
　　　　　痔疾患
　　　　　胆石症・胆嚢炎
　　　　　脊髄損傷
　　　　　関節痛・関節腫脹
　　　　　自然気胸
　　　　　前立腺肥大

	（２）産科婦人科
	（２）産科婦人科

	平成18年度改訂（用語・名称・誤字等の変更・修正）

（名称の変更に伴い修正）
実習形態：産科婦人科病棟・外来・手術室・分娩室
症　　例：【産　科】正常妊娠・分娩・産褥
　　　　　　　　　　流産
　　　　　　　　　　早産
　　　　　　　　　　異常分娩
　　　　　　　　　　妊娠高血圧症　

　　　　　【婦人科】子宮・卵巣の腫瘍
　　　　　　　　　　骨盤内炎症性疾患
　　　　　　　　　　性感染症
　　　　　　　　　　子宮内膜症
　　　　　　　　　　子宮筋腫
　　　　　　　　　　更年期障害・不正性器出血
　　　　　　　　　　月経異常
　　　　　　　　　　不妊症
　　　　　　　　　　避妊指導

	
実習形態：産科婦人科病棟・外来・手術室・分娩室
症　　例：【産　科】正常妊娠・分娩・産褥
　　　　　　　　　　流産
　　　　　　　　　　早産
　　　　　　　　　　異常分娩
　　　　　　　　　　妊娠中毒症
　　　　　【婦人科】子宮・卵巣の腫瘍
　　　　　　　　　　骨盤内炎症性疾患
　　　　　　　　　　性行為感染症
　　　　　　　　　　子宮内膜症
　　　　　　　　　　子宮筋腫
　　　　　　　　　　更年期障害・不正性器出血
　　　　　　　　　　月経異常
　　　　　　　　　　不妊症
　　　　　　　　　　避妊指導

	平成18年度改訂（最終報告、平19.3.28）　新設

５　地域医療臨床実習 

	

	平成18年度改訂（最終報告、平19.3.28）　新設

一般目標：
　地域社会（へき地・離島を含む）で求められる医療・保健・福祉・介護の活動について学ぶ。
	

	平成18年度改訂（最終報告、平19.3.28）　新設

到達目標：
１）地域のプライマリ・ケアを体験する。
	

	平成18年度改訂（最終報告、平19.3.28）　新設

２）病診連携・病病連携を体験する。　　　　
	

	平成18年度改訂（最終報告、平19.3.28）　新設

３）地域の救急医療、在宅医療を体験する。
	

	平成18年度改訂（最終報告、平19.3.28）　新設

４）多職種連携のチーム医療を体験する。
	

	平成18年度改訂（最終報告、平19.3.28）　新設

５）地域における疾病予防・健康維持増進の活動を体験する。
	

	平成18年度改訂（最終報告、平19.3.28）　新設

実習形態：
　学外の地域病院、診療所、保健所、社会福祉施設など
症　　例：
　地域病院あるいは診療所などの状況に応じた症例


	

	「医学教育モデル･コア・カリキュラム」：教育内容ガイドラインの概要
	

	（平成18年度の改訂における追加・修正等）
(国家試験出題基準に準拠して修正）

２．教育内容の項目とその内容
（項目Ａ）基本事項：
　医学教育の６年間を通じて身につけるべき最も重要な、患者中心の医療を展開するための「医の倫理」、「患者の権利」、「インフォームドコンセント」、「安全性の確保」、「コミュニケーション」、「チーム医療」、などに関わる事項と、「課題探求・解決能力」の育成に関わる目標を記述。
	２．教育内容の項目とその内容
（項目Ａ）基本事項：
　医学教育の６年間を通じて身につけるべき最も重要な、患者中心の医療を展開するための「医の倫理」、「患者の権利」、「インフォームド・コンセント」、「安全性の確保」、「コミュニケーション」、「チーム医療」、などに関わる事項と、「課題探求・解決能力」の育成に関わる目標を記述。

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　
平成18年度の改訂における修正事項等
　○「医師として求められる基本的な資質」を冒頭に新設（明記）。
	

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　
　○医療における安全性への配慮等の記載を充実。
	

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　
　○患者のプライバシーや個人情報の扱いに関する記載を充実。
	

	　○学習の在り方も含め、学部教育における研究の視点の記載を充実。
	

	平成18年度の改訂における変更事項等

（原則として原因・成因を病因pathogenesisに修正）

（項目Ｂ）医学一般：
　医学・医療の基礎となる生命科学の基本的知識と疾患の病因と機序について、従来の学問体系の枠を超えて構成。
	（項目Ｂ）医学一般：
　医学・医療の基礎となる生命科学の基本的知識と疾患の原因と機序について、従来の学問体系の枠を超えて構成。

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　
平成18年度の改訂における変更事項等
　○腫瘍に関する記載の充実のために腫瘍の記載を項目Ｄに移動。
	

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　
平成18年度の改訂における変更事項等
　○腫瘍に関する記載を充実して新たな中項目として新設。
	

	平成18年度改訂（第1次報告、平18.11.28）　
平成18年度の改訂における変更等
　○地域医療に関する記載を統合し、中項目として独立させて記載を充実。
	

	平成18年度改訂（最終報告、平19.3.28）
平成18年度の改訂における変更等
　○臨床実習の体系的遂行の記載を追加。
　○地域医療臨床実習の項目を追加。
平成18年度の改訂における用語・名称等の修正変更等
　○誤字・脱字・脱落部分等の修正・追加。
　○法令の改正等に基づく名称の変更に伴う修正
　○新しい法制度の追加。
　○医学の進歩等に対応した学名・用語・名称等の変更に伴う修正。
　○医師国家試験出題基準（平成17年度）の用語に準拠した修正。
　○診療報酬記載に準拠した修正。
　○項目・番号の統一。
　○(別表記、補足等）、<略号>の使用を統一。
　○用語・名称等の変更の新旧対照を用意。
	

	平成19年度改訂（モデル･コア･カリキュラム連絡調整委員会、平19.12.25）
平成19年度の改訂における用語・名称等の修正変更等
　○誤字・脱字・脱落部分等の修正・追加。
　○法令の改正等に基づく名称の変更に伴う修正
　○医師国家試験出題基準（平成17年度）の用語に準拠した修正。
　○用語・名称等の変更の新旧対照を用意。
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